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東地区、西地区及び西の里地区、それぞれの地区の状況にあわせた環境に配慮す

べき重点的な取組を示します。 

 

地 区 ・ 地 域 区 分 

 

 

 

第第６６章章  地地区区別別のの重重点点的的取取組組  
 

国道36 号 

道央自動車道 

国道274 号 

道道江別恵庭線 

野幌森林公園 

北広島ﾚｸﾘ

ｴｰｼｮﾝの森

市有林 

旧島松駅逓所 

JR北広島駅

自然の森 

キャンプ場 

北広島IC 

JR 千歳線

道道栗山北広島線

JR上野幌駅

：地域区分

：地区区分
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１．東地区 

【地区の特性】 

東地区は、ＪＲ北広島駅周辺から市内中央にかけて大型商業施設や業務施設、文

化施設等が集積しており、これらをとりまくように住宅地が広がっています。ＪＲ

北広島駅から西側の台地上に広がる北広島団地地域は、公園・緑地の多いゆとりあ

る住宅地が形成されており、意識調査でも地域住民の快適環境に対する満足度が高

くなっています。また、四季を通して市民に親しまれている北広島レクリエーショ

ンの森が隣接しているほか、輪厚川の市内中央付近では親水空間が整備されていま

す。 

その一方で、地区の南側には大規模な養鶏場が立地し、しばしば悪臭の発生源と

なっているなど、においに対する地域住民の満足度は低くなっています。また、東

部地域にある工業団地などには多くの工場・事業場が立地しており、大気汚染や水

質汚濁などの公害の発生源となるおそれがあります。このほか、東部地域の北端を

流れる裏の沢川では水質の汚濁がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東地区の重点的取組 

l 畜産業をはじめとする悪臭発生源に対する指導の強化 

l 東部地区の工業団地等に立地する工場、事業場への公害防止等の指導の徹底 

l 裏の沢川をはじめとする河川の水質汚濁防止 

l 公園や河川整備における野生生物の生息・生育空間の復元、創造 

l 既存の公園・緑地、樹林地などを生かしたみどりの保全・充実及び緑化の推進 

l 輪厚川をはじめとする親水空間の整備 

l ＪＲ北広島駅周辺の駐車場整備によるパークアンドライドの促進 

l ＪＲ北広島駅までの自転車等の利用の促進、自動車の利用自粛の促進 

l 集積している商業施設や業務施設、文化施設等における環境保全配慮行動の普
及啓発、環境保全活動の支援 

l 工業団地等に立地する工場、事業場における環境保全配慮行動の普及啓発、環
境保全活動の支援 
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２．西地区 

【地区の特性】 

西地区は、札幌市の市街地に隣接し、道央自動車道北広島ＩＣがあり、国道 36

号が通っているなどの立地条件から、大曲工業団地には工場・事業場が多く立地し、

市街地が拡大しつつある地区です。国道 36 号は道内でも交通量が最も多く、自動

車交通によるとみられる大気汚染、騒音・振動が発生しているほか、大曲工業団地

に立地する工場、事業場に対する苦情も多くなっています。 

環境意識調査によると、大曲地域を流れる河川が汚いと感じている住民が多く、

公園・緑地が少ないといった課題があげられています。西部地域では、自衛隊演習

による騒音振動の苦情が多く寄せられています。また、公共交通機関の充実を求め

る声が多くなっています。 

国指定史跡の旧島松駅逓所があり、周辺を含めた保全と活用が求められています。

また、西地区には、市有林を含む森林や自然のままの河川が残っています。こうし

た自然を生かした自然の森キャンプ場があり、自然と親しむことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西地区の重点的取組 

l 公共交通機関の充実による、自動車の利用自粛の促進 

l 交通量の低減、交通流の分散化など、自動車交通公害対策の総合的な推進 

l 大曲工業団地などの工場、事業場への公害防止等の指導の徹底 

l 大曲川をはじめとする河川の水質汚濁防止 

l 市有林を含めた現存する森林、水辺などの良好な自然環境の保全・充実 

l 自然の森キャンプ場などの良好な自然とのふれあいの場の保全と活用 

l 市街地開発における自然環境、生活環境に対する配慮の徹底 

l 住民ニーズに対応した公園・緑地の整備及び緑化の推進 

l 旧島松駅逓所と周辺環境の保全と活用 

l 大曲工業団地等に立地する工場、事業場における環境保全配慮行動の普及啓発、
環境保全活動の支援 
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３．西の里地区 

【地区の特性】 

西の里地区は、国道 274 号に沿って市街地が形成され、西側で札幌市の市街地と

隣接している住宅地主体の地域を、樹林地や農地が取り囲んでいます。 

特別天然記念物の野幌原始林をはじめとした国有林が多く、野幌森林公園に隣接

しているほか、北広島レクリエーションの森があるなど、森林に恵まれた地区とな

っています。 

一方、産業廃棄物処理場をはじめとする事業場からのばい煙、悪臭に関する苦情

が多く、環境意識調査によると、有害化学物質の発生を懸念する声が多く、早急な

対応が必要となっています。また、地区の北側を流れる熊の沢川で水質の汚濁がみ

られます。 

現在、この地区では、新たな市街地開発が計画されているほか、道道札幌北広島

自転車道線の整備が進められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西の里地区の重点的取組 

l 産業廃棄物処理場などに対する指導の強化及び環境汚染の実態把握 

l 熊の沢川をはじめとする河川の水質汚濁防止 

l 北西部地域開発における自然環境、生活環境への配慮 

l 野幌森林公園、北広島レクリエーションの森などの良好な自然とのふれあいの
場の保全と活用 

l 既存の樹林地などを生かしたみどりの保全・充実及び緑化の推進 

l 道道札幌北広島自転車道線の整備における自然環境への配慮 

l JR 上野幌駅までの自転車等の利用の促進、自動車の利用自粛の促進 

l 立地する事業場における環境保全配慮行動の普及啓発、環境保全活動の支援 


